
色彩デザインにこだわった学生宿舎のリニューアル

大学名：筑波大学
建物名：一の矢学生宿舎、平砂学生宿舎

追越学生宿舎、春日学生宿舎
（全26棟）

工期：平成21年10月～平成26年3月
構造・階数：RC・地上１～５階
延床面積：19,740㎡

（一の矢学生宿舎・全14棟）
16,378㎡
（平砂学生宿舎・全6棟）
11,369㎡
（追越学生宿舎・全4棟）
2,906㎡
（春日学生宿舎・全2棟）

事業費（設計費含む）：2,321,938千円

○老朽化した宿舎のリニューアル

・本学では、学生に良好な勉学の環境を提供し、自律的な市民生活を体験させることを目的として、計60
棟の学生宿舎を設置しているが、本整備にあたっては「本学が目指す学生支援の方向」及び「10年後の
学生宿舎ニーズ」を踏まえ、10年間で最低限4,900室程度の学生宿舎を確保することを目標に、平成21
年度から5年間を学生宿舎改修の「集中期間」と位置づけ、改善されていない建物のうち26棟（1,590
室）の改修に着手した。

・留学生の生活及び大学院博士後期課程学生への支援については、大学として優先的に対処する必要があ
り、とりわけ、将来の留学生のニーズにも十分応えられるようにすることは、本学の特色を活かすため
にも重要であるため、改修の際、留学生向けに世帯用居室を設けるなど、将来的なニーズを踏まえた改
善を図った。

○外観デザインのこだわり

・本計画にあたって、平成17年度から「学生宿舎改善計画WG」を設置し、学生宿舎の改修及び住居環境
の改善を目指して鋭意検討が重ねられてきた。

・平成20年9月から本格的な検討を開始し、「本学が目指す学生支援の方向」に基づき、学生支援の観点
から想定される学生宿舎のニーズを踏まえた5年間の改善計画を同20年中に策定した。

・この計画は主に本学学生部・国際部・施設部が連携、設計には芸術系教員が参加し、外観に色彩デザイ
ンを取り入れた。

・芸術系教員の色彩計画により宿舎ごとにテーマを持たせ、自然との調和やまちとしての賑わいを創出し
た。

基本情報

整備の方向性

計画・設計上のポイント

色彩計画を取り入れた建物外観

学生の修学支援
に資する施設整備

グローバル化に
対応した施設整備

そ の 他
イノベーション創出
に資する施設整備 
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○老朽化した宿舎を一新

・建物内部の天井等のアスベストの除去を完了。

・居室の天井、壁は白を基調とし、床には木目調のシートを採用し明るい雰囲気となっている。

・リビングの補食室は清潔に保ちやすいよう壁にキッチンパネルを設置。

・各フロアにシャワー室を設置。（平均して15人に１台程度）

・劣化した配管を更新し、共用トイレをすべて洋式化。

・各居室への供給電力容量をアップ。

共用部 寮室（平砂７号棟）

After

Before  
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※既存の寮室を一部屋シャワー室へ改修

補食室（平砂７号棟） シャワー室（追越学生宿舎２３号棟）

After

Before 
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○利用者の満足率の向上
・平成24年度の学生生活実態調査によれば、改修等の居室・補食室・トイレ・洗濯室等についての不満
足度は、未改修棟の半分以下となっており約８割の学生が「概ね満足している」との結果が得られて
いる。また、宿舎ごとに各階の居室１～２部屋をコインシャワー室へ改修したことで、シャワーを利
用しやすくなり満足度が大きく向上した。

○活気と賑わいを創出する外観デザイン
・同一で単調になりがちな学生宿舎の建物群に対し、アクセント色を用いるなどして活気や賑わいを与
えている。

・宿舎が立ち並ぶエリアや区域ごとに立地条件からテーマを持たせ、本学の特徴である豊かな自然と調
和させることで、居住する学生だけでなく本学を来訪する学外者にも筑波大学のアクティブなイメー
ジを形成する一因となっている。

○コミュニティの活性化
・多様化する学生が増加する中、居住者間のコミュニケーション不足による防犯対策や共同生活のマナ
ー等がこれまで課題となっていたが、平成23年度から改修済みの宿舎を対象にコミュニティを促進す
る、組織を設ける取組を実施している。

・コミュニケーションを促進する新たな取り組みとして、各棟、各階毎の上級生の中からリーダーを募
り、リーダーの中からマネジメントリーダーを選出し居住者内でコミュニティ連絡会(以下、｢連絡会｣)
を組織することとしている。

・リーダーはマネジメントリーダーの基で、随時、新入生からの意見を受け付け、適宜、連絡会を開催
し新入生への生活面でのフォロー、共同生活におけるマナーや防犯の心構えのレクチャー等を実施し
たり大学との橋渡し役となっている。

・居住者同士が共同生活からお互いに協力しあう環境づくりを行っている。

施設整備の効果

自然との調和やまちとしての賑わいを創出

建物外観（春日１号棟）

建物外観（平砂６号棟）

建物外観（平砂１号棟）
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